
愛知教育大学研究報告, 50 (人文・社会科学編), pp. 232~225, March, 2001

白
話
詩
に
お
け
る
人
力
車
夫

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
、
白
話
詩
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
、
人
力
車
夫
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き

た
か
を
、
題
材
論
的
観
点
か
ら
、
具
体
的
作
品
に
即
し
て
分
析
し
、
白
話
詩
の
発
展
過
程
に
お

け
る
人
力
車
夫
文
学
の
位
置
と
意
義
を
考
察
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
白
話
詩
と
い
う
の
は
文
言
詩
に
対
す
る
名
称
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
五
四
初
期
の
白

話
詩
を
含
め
て
、
そ
の
後
の
口
語
で
書
か
れ
た
も
の
す
べ
て
を
新
詩
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
対
象
と
な
る
詩
が
初
期
の
も
の
を
中
心
と
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
白
話
詩
の

名
称
を
用
い
る
が
、
五
四
時
期
以
後
の
口
語
詩
の
歴
史
全
体
を
意
味
す
る
場
合
に
は
、
適
宜
、

新
詩
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
白
話
詩
の
出
発
と
人
力
車
央

文
学
革
命
の
初
期
か
ら
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
人
力
車
夫
の
厳
し
い
労
働
と
貧
し

い
生
活
を
、
知
識
人
の
視
点
か
ら
同
情
の
眼
で
描
い
た
文
学
作
品
が
数
多
く
出
現
し
た
。
こ
の

時
期
に
、
文
学
表
現
の
対
象
と
し
て
人
力
車
夫
が
注
目
さ
れ
た
背
景
に
は
、
「
労
工
神
聖
」
と
い

う
労
働
者
尊
重
の
社
会
風
潮
や
、
人
道
主
義
な
ど
の
新
思
潮
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
、
既
に
拙

論
「
中
国
近
代
に
お
け
る
人
力
車
夫
文
学
に
つ
い
て
(
上
・
中
)
」
に
お
い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
、

白
話
詩
八
首
を
含
む
十
八
篇
の
作
品
を
提
示
し
た
上
で
、
ま
ず
、
小
説
四
篇
と
戯
曲
一
篇
に
つ

い
て
内
容
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
れ
ら
十
八
篇
の
作
品
の
中
で
、
最
初
の
人
力
車
夫
文
学
と
な
っ

た
の
が
、
沈
尹
黙
と
胡
適
の
同
題
の
白
話
詩
「
人
力
車
夫
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
一
八
年

一
月
一
五
日
『
新
青
年
』
第
四
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
三
人
の
作
者
に
よ
る
九
首
の
白
話

詩
の
内
の
二
首
で
あ
っ
た
。

中
国
に
お
け
る
最
初
の
白
話
詩
は
、
そ
の
前
年
の
『
新
青
年
』
第
二
巻
第
六
号
に
発
表
さ
れ

た
胡
適
の
「
白
話
詩
八
首
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
本
人
も
認
め
て
い
る
と
お
り
、
口

語
が
韻
文
の
道
具
た
り
う
る
か
ど
う
か
を
試
す
実
験
的
な
試
作
品
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
新
文
学

史
で
は
、
上
述
の
九
首
の
詩
を
以
て
本
格
的
な
白
話
詩
の
濫
鰐
と
す
る
の
が
、
一
般
的
な
よ
う

高
橋
み
つ
る
(
国
語
教
育
講
座
)

で
あ
斟
人
力
車
夫
は
、
白
話
詩
の
出
発
の
時
占
で
選
択
さ
れ
た
主
題
・
素
材
の
一
つ
で
あ
っ

た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
に
、
そ
の
後
の
調
査
で
新
た
に
判
明
し
た
詩
数
首
を
含
め
て
、
人
力
車
夫
を
取
り
上
げ

た
白
話
詩
を
、
改
め
て
発
表
時
代
順
に
記
し
て
お
く
。

①
沈
尹
黙

人
力
車
夫

『
新
青
年
』

一
九
一
八
年
一
月
一
五
日

②
胡
適

人
力
車
夫

『
新
青
年
』

一
九
一
八
年
一
月
一
五
日

③
劉
半
農

車
毯
(
擬
車
夫
語
)

『
新
青
年
』

一
九
一
八
年
二
月
一
五
日

④
周
恩
来

死
人
的
享
福

『
覚
悟
』

一
九
二
〇
年
一
月
(
一
九
年

十
二
月
執
筆
)

⑤
葉
聖
陶

人
力
車
夫

『
晨
報
・
副
刊
』

一
九
二
〇
年
八
月
一
九
日

⑥
劉
大
白

包
車
的
杭
州
城

『
民
国
日
報
・
覚
悟
』

一
九
二
一
年
三
月
九
日
三

月
七
日
執
筆
)

⑦
陳
南
士

走
路

『
詩
』

一
九
二
二
年
一
月
一
日

⑧
顧
頷
剛

春
雨
之
夜

『
詩
』

一
九
二
二
年
二
月
二
〇
日

⑨
馮
文
炳

洋
車
夫
的
児
子

『
詩
』

一
九
二
三
年
五
月

⑩
劉
半
農

擬
擬
曲
ヘ
ブ

'
京
報
゜
副
刊
』

一
九
二
五
年
二
月
二
一
日

(
二
四
年
十
月
二
六
日
執

筆
)

⑥
劉
半
農

擬
擬
曲
(
ニ

『
語
絲
』

一
九
二
五
年
九
月
二
八
日

(
九
月
十
六
日
執
筆
)

⑩
聞
一
多

大
安
門

『
晨
報
・
副
刊
』

一
九
二
六
年
三
月
二
七
日

⑩
聞
一
多

飛
毛
腿

『
死
水
』
所
収

一
九
二
八
年
一
月

⑩
威
克
家

洋
車
夫

『
熔
印
』
所
収

一
九
三
四
年
三
月
(
三
二
年

執
筆
)

以
上
の
作
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
先
に
触
れ
た
沈
尹
黙
・
胡
適
を
始
め
と
し
て
、
白
話
詩

一
九
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高 橋 みつる

の
創
始
・
確
立
に
寄
与
し
た
文
学
者
た
ち
の
多
く
が
、
人
力
車
夫
と
い
う
題
材
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑦
陳
南
士
の
伝
記
が
未
詳
で
あ
る
以
外
は
、
い
す
れ
も
文
学
史
に
名
を

留
め
る
著
名
な
作
家
た
ち
(
た
だ
し
、
周
恩
来
は
政
治
・
顧
頷
剛
は
歴
史
学
)
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
こ
こ
に
挙
げ
た
詩
は
、
人
力
車
夫
を
描
い
た
新
詩
と
し
て
、
後
の
文
学
史
や
研
究
論
文

に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
は
か
に
、
無
名
の
作

家
の
作
品
や
現
在
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
侠
詩
な
ど
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

上
記
作
品
一
覧
の
発
表
(
執
筆
)
年
月
日
を
見
る
と
、
人
力
車
夫
を
描
い
た
白
話
詩
が
多
く

書
か
れ
た
時
期
は
、
人
力
車
夫
文
学
全
体
の
中
で
も
、
比
較
的
早
期
に
集
中
し
て
い
る
。
孟
隣

「
新
文
学
早
期
的
人
力
車
夫
形
象
」
は
、
人
力
車
夫
文
学
の
最
初
の
高
潮
期
を
一
九
一
八
年
か

ら
一
九
二
四
年
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
に
従
え
ば
、
①
沈
尹
黙
か
ら
⑩
劉
半
農
ま
で
の
作

品
、
つ
ま
り
十
四
首
中
十
首
が
こ
の
第
一
高
潮
期
に
書
か
れ
て
い
る
。
小
説
、
戯
曲
な
ど
他
の

形
式
の
作
品
が
、
二
五
年
以
後
に
も
ほ
ぼ
持
続
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
白
話
詩

で
は
、
短
期
集
中
的
に
人
力
車
夫
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
早
い
時
期
に
他
の
題
材
に
移
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
詩
の
背
景
設
定

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
詩
を
概
観
し
て
、
各
作
品
の
背
景
と
な
る
場
所
や
季
節
、
車
夫
の
特
徴
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
詩
に
詠
ま
れ
た
場
所
は
、
必
ず
し
も
直
接
言
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
前
章
に
述
べ
た
、
書
か
れ
た
時
期
と
も
関
連
す
る
の
だ
が
、
、
作
者
の
居
住
地
・
掲
載

誌
の
発
行
地
・
言
語
の
特
色
な
ど
か
ら
、
北
京
を
舞
台
と
す
る
も
の
が
多
い
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
①
沈
尹
黙
・
②
胡
適
・
③
劉
半
農
は
、
い
ず
れ
も
当
時
北
京
大
学
に
在
職
中
で
あ

り
、
『
新
青
年
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
。
⑦
⑧
⑨
は
、
掲
載
さ
れ
た
『
詩
』
が
、
北
京
で
創

刊
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
。
加
え
て
、
⑧
顧
頷
剛
は
そ
の
年
の
春
、
祖
母
の
病
気
で
北
京
を
離
れ

る
ま
で
の
九
年
間
を
、
北
京
大
学
で
学
生
及
び
教
師
と
し
て
過
ご
し
て
お
り
、
⑨
馮
文
炳
は
北

京
大
学
予
科
在
学
中
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
⑨
は
、
題
名
に
含
ま
れ
た
「
洋
車
夫
」
と
い
う
名

称
か
ら
も
、
北
京
の
車
夫
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
⑩
は
、
詩
題
の
後
に
、
北
京
の
二
人

の
車
夫
の
対
話
で
あ
る
こ
と
が
作
者
自
身
に
よ
っ
て
付
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
劉
半
農
に
よ
る

⑩
の
作
品
も
、
執
筆
場
所
が
北
京
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
言
語
的
特
徴
な
ど
か
ら
、

北
京
の
車
夫
を
想
定
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑩
聞
一
多
は
、
題
の
「
天

安
門
」
か
ら
も
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
も
北
京
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
同
じ
く
⑩
も
、

言
語
的
特
徴
か
ら
北
京
と
判
断
さ
れ
る
。
以
上
十
首
は
、
お
そ
ら
く
北
京
で
の
作
者
の
見
聞
や

体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
詩
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
、
そ
の
他
の
場
所
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
④
周
1

来
は
、
当
時
、
南
開

二
〇

大
学
文
科
の
学
生
で
あ
り
、
天
津
学
生
聯
合
会
の
代
表
の
一
人
と
し
て
、
逮
捕
さ
れ
た
同
志
の

釈
放
を
求
め
て
北
京
に
出
か
け
て
行
っ
た
り
も
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
天
津
と
も
北
京
と
も
特

定
で
き
な
い
。
⑤
葉
聖
陶
は
、
蘇
州
出
身
で
、
2
年
間
上
海
の
小
学
校
で
教
え
た
後
、
蘇
州
の

珀
直
で
教
職
に
就
い
て
い
る
。
少
な
く
と
も
北
京
で
暮
ら
し
た
経
験
は
な
い
の
で
、
上
海
や
蘇

州
で
の
見
聞
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑥
劉
大
白
は
、
題
に
示
さ
れ
た
と
お
り
杭
州
で
の

感
慨
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
臧
克
家
は
、
「
洋
車
夫
」
と
い
う
題
か
ら
見
る
と
北
京
の
よ

う
に
想
像
さ
れ
る
が
、
実
は
、
青
島
大
学
在
学
中
に
眼
に
し
た
光
景
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
。

彼
は
後
に
こ
の
詩
の
作
ら
れ
た
経
緯
を
述
べ
た
文
章
の
中
で
、
青
島
に
い
た
と
き
、
し
ば
し
ば

車
夫
が
の
ろ
い
と
言
っ
て
は
罵
ら
れ
る
場
面
に
遭
遇
し
、
さ
ら
に
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
水
兵
に
鞭
打
た
れ
る
の
を
目
撃
し
た
こ
と
も
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
(
青
島
・
・
筆

者
)
大
学
の
正
門
を
出
る
と
、
人
力
車
が
ず
ら
り
と
列
を
な
し
て
お
り
、
人
が
来
る
の
を
見
る

と
、
争
っ
て
客
を
奪
い
合
う
の
が
眼
に
入
っ
た
。
・
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。

北
京
を
舞
台
と
す
る
作
品
が
多
い
背
景
に
は
、
北
京
が
そ
の
時
期
の
文
化
の
中
心
で
あ
り
、

新
文
学
を
担
う
知
識
人
の
多
く
が
、
大
学
教
師
或
い
は
学
生
と
し
て
、
こ
の
都
市
に
集
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
北
京
が
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
発
達
が
遅

れ
、
長
い
間
人
力
車
が
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
た
都
市
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
車

夫
と
知
識
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
論
で
述
べ
て
い
る
の
で
詳
述
し
な
い
。

同
じ
よ
う
に
都
市
労
働
者
を
描
い
て
も
、
詩
歌
の
よ
う
な
短
い
形
式
の
場
合
、
小
説
や
戯
曲

と
違
っ
て
、
詩
の
中
で
舞
台
と
な
る
空
間
(
場
所
)
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少

な
く
、
ま
た
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
重
要
と
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
わ
す
か
な
事
例
と
し
て
、
②

胡
適
が
、
最
終
柾
の
「
内
務
部
」
と
い
う
固
有
名
詞
に
よ
っ
て
北
京
を
連
想
さ
せ
、
⑥
劉
大
白

が
、
杭
州
城
内
の
繁
華
な
様
子
を
お
抱
え
人
力
車
の
往
来
に
象
徴
さ
せ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も

そ
の
場
所
性
を
取
り
除
い
た
と
し
て
も
、
詩
の
持
つ
意
味
や
情
調
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
外
な
の
が
、
⑩
か
ら
⑩
の
四
首
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
車
夫
同
士
の
対

話
か
車
夫
の
独
白
体
の
作
品
で
、
そ
こ
で
は
北
京
の
車
夫
で
あ
る
こ
と
が
、
詩
に
リ
ア
リ
テ
ィ

と
躍
動
感
を
与
え
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
詩
の
背
景
と
し
て
設
定
さ
れ
た
季
節
・
時
間
・
天
候
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
は
っ

き
り
冬
と
断
定
で
き
る
の
が
①
③
④
、
②
も
少
年
車
夫
の
言
葉
か
ら
寒
い
季
節
で
あ
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。
⑧
は
、
季
節
は
春
で
あ
る
が
、
夜
も
更
け
て
寒
風
と
大
雨
と
い
う
悪
天
候
の
中

に
車
夫
は
身
を
置
い
て
い
る
。
⑩
も
、
季
節
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
や
は
り
、
激
し
い

風
雨
の
夜
更
け
で
あ
る
。
人
力
車
に
乗
る
客
に
と
っ
て
、
厳
寒
の
冬
や
悪
天
候
の
時
に
、
車
夫

の
苦
労
が
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
事
実
で
は
あ
ろ
う
が
、
文
学
作
品
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
設
定
は
、
車
夫
の
厳
し
く
辛
い
労
働
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
小
説
で
も
比
較
的
よ
く
使
わ
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れ
る
一
種
の
常
套
手
段
で
も
あ
る
。
①
か
ら
④
の
最
初
期
の
白
話
詩
は
、
こ
う
し
た
一
つ
の
パ

タ
ー
ン
を
作
り
出
し
定
着
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
白

話
詩
は
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
安
易
に
寄
り
か
か
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
状
況
を
設
定
し
よ

う
と
努
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
白
話
詩
に
登
場
す
る
車
夫
の
年
齢
や
身
体
的
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。
②
は
十
六
歳

の
少
年
で
、
車
夫
業
に
従
事
す
る
に
は
幼
す
ぎ
る
た
め
、
客
に
も
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
、
飢
え
と

寒
さ
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
⑤
の
車
夫
は
、
年
齢
が
乗
客
で
あ
る
私
の
二
倍
も
あ
り
、
体
も

丈
夫
そ
う
で
は
な
い
。
⑥
は
、
老
九
と
呼
ば
れ
る
車
夫
の
一
生
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
貧

苦
の
た
め
病
身
を
お
し
て
働
き
続
け
、
悲
惨
な
最
後
を
遂
げ
る
。
小
説
や
戯
曲
で
は
、
体
力
が

弱
く
稼
ぎ
の
少
な
い
少
年
車
夫
や
老
人
車
夫
、
或
い
は
病
気
の
車
夫
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
白
話
詩
の
中
で
は
、
以
上
の
三
首
が
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
他
は
、
車
夫
の
肉
体
的
状
況
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
描
写
は
な
い
。
こ
れ
も
、
短
い
形
式
の
文
学
で
あ
る
が
故
の
結
果
で
あ
り
、

制
約
さ
れ
た
表
現
形
式
の
中
で
、
作
者
が
そ
う
し
た
車
夫
の
人
物
そ
の
も
の
よ
り
も
、
よ
り
強

く
訴
え
た
い
事
柄
に
紙
数
を
費
や
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

四
、
作
品
の
視
点
と
描
写
の
手
法

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
何
を
表
現
し
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
み
て
い
き
た
い
。
あ
ら
か
じ
め
、
小
説
に
お
け
る
典
型
的
な
内
容
を
示

し
て
お
く
と
、
乗
客
で
あ
る
私
の
視
点
か
ら
、
車
夫
と
乗
客
と
の
対
比
と
い
う
方
法
で
、
車
夫

の
厳
し
い
労
働
と
貧
し
い
生
活
に
対
す
る
同
情
が
描
か
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
、
作
品
の
視
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
語
り
手
が
誰
で
あ
れ
、
常
に
そ
の
作
品
を

鳥
瞰
し
支
配
す
る
、
神
の
眼
と
も
言
う
べ
き
作
者
の
眼
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
作
品
中
の
語
り
手
に
注
目
す
る
と
、
白
話
詩
で
は
、

大
別
し
て
、
〔
詩
中
に
お
け
る
観
察
者
で
あ
る
作
者
(
以
下
「
詩
中
に
お
け
る
」
は
省
略
)
〕
・
〔
第

三
者
〕
・
〔
車
夫
〕
・
〔
乗
客
で
あ
る
私
〕
の
四
視
点
で
語
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
〔
観
察
者
で
あ

る
作
者
〕
と
〔
第
三
者
〕
と
の
境
界
は
曖
昧
で
あ
る
。

〔
観
察
者
で
あ
る
作
者
〕
の
代
表
的
な
例
、
⑦
陳
南
士
の
「
走
路
」
で
は
、
作
者
と
想
定
さ

れ
る
「
私
」
は
、
急
ぎ
足
で
道
路
を
歩
き
、
額
や
鬘
に
汗
を
滴
ら
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

視
線
を
、
街
を
行
く
大
勢
の
人
力
車
夫
と
車
上
の
人
に
向
け
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
〔
観
察
者

で
あ
る
作
者
〕
と
判
断
す
る
根
拠
は
、
詩
句
の
中
に
「
私
」
が
登
場
し
、
人
力
車
に
乗
っ
て
い

な
い
そ
の
「
私
」
の
観
察
を
通
じ
て
車
夫
が
描
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
①
沈
尹
黙
の
「
人
力
車

夫
」
を
、
孟
隣
は
「
人
力
車
を
見
る
者
の
視
点
か
ら
車
夫
を
取
り
扱
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い

る
が
、
上
の
判
断
基
準
か
ら
い
え
ば
、
〔
観
察
者
で
あ
る
作
者
〕
に
は
分
類
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
詩
中
に
明
白
な
形
で
「
私
」
が
登
場
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
行
目
「
家
を
出
て
、
人
力

車
を
拾
う
」
の
主
体
は
誰
な
の
か
。
そ
れ
が
「
私
」
=
作
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
行
に
お
け

る
車
上
の
人
々
の
寒
さ
の
感
覚
も
、
「
私
」
の
実
感
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
〔
乗
客
で

あ
る
私
〕
の
視
点
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
す
べ
て
が
一
段
高
い
位
置
か
ら
客
観
的
に
描
写

さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
〔
第
三
者
〕
の
視
点
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
う
一

首
判
断
し
難
い
も
の
は
、
⑥
劉
大
白
の
「
包
車
的
杭
州
城
」
で
あ
る
。
第
三
聯
は
、
一
人
の
お

抱
え
車
夫
に
暮
ら
し
向
き
を
訊
ね
る
人
と
、
そ
れ
に
答
え
る
車
夫
の
会
話
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
質
問
者
が
作
者
の
分
身
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ

の
作
品
も
ま
た
、
「
私
」
と
明
示
さ
れ
な
い
が
、
〔
観
察
者
で
あ
る
作
者
〕
の
視
点
で
書
か
れ
た

も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
番
目
の
〔
第
三
者
〕
の
視
点
で
書
か
れ
た
詩
は
、
⑧
顧
頷
剛
・
⑨
馮
文
炳
・
⑩
臧
克
家
の

各
詩
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
②
胡
適
の
「
人
力
車
夫
」
で
あ
る
が
、
孟
隣
は
、
「
乗
客
の

視
点
か
ら
車
夫
を
描
い
て
い
る
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
詩
に
関
し
て
、
し
ば
し
ば
、
乗
ろ

う
と
し
た
人
力
車
の
車
夫
が
ま
だ
幼
い
少
年
で
あ
っ
た
か
ら
起
こ
っ
た
同
情
心
で
あ
る
こ
と
を

も
っ
て
、
客
の
、
さ
ら
に
は
作
者
胡
適
の
同
情
心
は
大
変
浅
薄
だ
と
、
ま
る
で
詩
中
の
客
か
そ

の
ま
ま
胡
適
自
身
で
あ
る
か
の
よ
う
に
断
す
る
論
諏
を
眼
に
す
る
が
、
こ
れ
は
、
作
中
人
物
の

客
と
作
者
を
単
純
に
同
一
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
作
中
人
物
に
託
さ
れ
た
問

題
意
識
は
、
作
者
の
問
題
意
識
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
詩
は
、
あ
た
か
も

戯
曲
の
台
本
の
一
部
を
抜
粋
し
た
か
の
よ
う
な
形
式
で
あ
り
、
決
し
て
客
=
作
者
で
は
な
い
。

作
者
の
眼
は
、
客
か
ら
も
車
夫
か
ら
も
独
立
し
た
位
置
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
〔
第
三
者
〕

の
視
点
で
書
か
れ
た
詩
と
考
え
た
い
。

三
番
目
の
〔
車
夫
〕
の
視
点
と
い
う
の
は
、
ご
く
単
純
に
車
夫
の
独
白
、
ま
た
は
車
夫
同
士

の
会
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
作
品
で
、
③
⑩
⑩
⑩
⑩
が
該
当
す
る
。
車
夫
の
視
点
と
い
っ
て
も
、

当
然
な
が
ら
、
車
夫
に
語
ら
せ
て
い
る
者
が
作
者
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

小
説
で
一
番
多
い
〔
乗
客
で
あ
る
私
〕
の
視
点
は
、
白
話
詩
で
は
思
い
の
外
少
な
い
。
④
周

恩
来
「
死
人
的
享
福
」
と
⑤
葉
聖
陶
「
人
力
車
夫
」
の
二
首
の
み
で
あ
る
。
二
首
と
も
、
「
私
」

が
人
力
車
に
乗
り
込
ん
だ
後
、
車
夫
の
労
働
を
眺
め
て
、
乗
客
の
立
場
で
感
ず
る
と
こ
ろ
を
表

白
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
「
私
」
は
、
ひ
と
ま
ず
は
作
者
自
身
と
考
え
て
よ
い
が
、
ま
た
広
く

乗
客
一
般
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
白
話
詩
に
な
ぜ
、
乗
客
の
第
一
人
称
で
語
ら
れ
た
作
品
が

少
な
い
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
私
自
身
説
得
力
の
あ
る
理
由
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
。

次
に
、
描
写
の
手
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
視
点
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
車
夫
と
乗
客
と
の
対

比
を
用
い
て
い
る
作
品
が
最
も
多
い
。
こ
の
点
で
は
、
白
話
詩
以
外
の
他
の
形
式
の
も
の
と
一

致
し
て
い
る
。
こ
の
車
夫
と
乗
客
と
の
対
比
が
鮮
明
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の

二
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高 僑 みつる

が
、
①
沈
尹
黙
の
「
人
力
車
夫
」
で
あ
る
。
三
行
目
「
人
力
車
上
の
人
は
、
皆
綿
入
れ
を
着
て
、

袖
に
手
を
入
れ
て
座
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
風
が
吹
い
て
く
る
と
、
寒
く
て
た
ま
ら
な
い
」
、

四
行
目
「
車
夫
の
単
衣
は
破
れ
て
い
る
が
、
玉
の
よ
う
な
汗
が
次
か
ら
次
へ
と
流
れ
落
ち
て
い

る
」
。
乗
客
の
綿
入
れ
と
車
夫
の
檻
襖
の
単
衣
。
暖
か
い
服
に
身
を
包
ん
で
い
な
が
ら
、
な
お
寒

さ
が
身
に
応
え
る
乗
客
と
、
厳
寒
と
い
う
の
に
、
薄
着
で
も
汗
だ
く
の
車
夫
と
が
対
比
さ
れ
て

い
る
。
よ
く
似
た
対
比
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、
④
周
恩
来
の
「
死
人
的
享
福
」
で
あ
る
。
四
・

五
行
目
「
車
夫
は
綿
入
れ
の
上
着
を
身
に
つ
け
、
/
私
も
綿
入
れ
の
上
着
を
身
に
つ
け
て
い
る
」
、

六
・
七
・
八
行
目
「
私
か
着
て
い
る
の
は
、
寒
い
の
が
い
や
だ
か
ら
、
/
彼
は
着
て
い
る
と
か
え
っ

て
邪
魔
に
な
る
か
ら
、
/
脱
い
で
私
の
脚
に
か
け
て
く
れ
る
」
、
九
・
十
行
目
「
私
は
彼
の
思
い

や
り
に
感
謝
し
、
/
彼
は
私
の
手
助
け
と
協
力
に
感
謝
す
る
」
、
そ
し
て
、
最
終
行
は
「
生
き
た

人
間
の
労
働
!

死
人
の
幸
福
な
生
活
!
」
。
車
夫
を
「
活
人
(
原
文
)
」
、
乗
客
―
「
私
」
を
「
死

人
(
原
文
)
」
と
断
言
し
て
、
明
ら
か
な
対
照
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
は
、
当
時
胡

適
が
提
唱
し
た
言
文
一
致
に
お
け
る
「
活
字
(
生
き
た
文
学
)
」
「
死
字
(
死
ん
だ
文
誕
)
」
を
容

易
に
連
想
さ
せ
、
そ
こ
に
新
と
旧
と
い
う
時
代
の
価
値
観
や
そ
の
対
立
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
⑥
劉
大
白
の
「
包
車
的
杭
州
城
」
は
、
他
の
詩
と
違
っ
て
、
珍
し

く
お
抱
え
人
力
車
を
描
い
て
い
る
。
お
抱
え
人
力
車
を
所
有
で
き
る
の
は
、
社
会
的
地
位
・
身

分
の
あ
る
人
や
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
階
層
に
限
ら
れ
る
。
三
・
四
行
目
「
車
上
の
人
は
偉

そ
う
に
ふ
ん
ぞ
り
返
り
、
/
車
引
き
は
縦
横
無
尽
に
駆
け
回
る
」
、
五
工
八
行
目
「
車
上
の
人
は

体
を
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
し
、
/
車
引
き
は
意
気
軒
昂
」
。
自
家
用
や
月
極
で
特
定
の
主
人
に
雇
わ
れ

る
お
抱
え
車
夫
は
、
ふ
り
の
客
相
手
の
車
夫
に
比
べ
れ
ば
、
収
入
面
で
安
定
し
て
お
り
、
そ
れ

が
力
強
い
駆
け
っ
ぶ
り
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
雇
い
主
の
悠

然
た
る
態
度
が
、
乗
る
人
の
階
級
的
優
越
性
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

安
楽
を
享
受
す
る
乗
客
(
階
級
)
と
激
し
い
労
働
を
提
供
す
る
車
夫
(
階
級
)
と
の
対
比
は
、

も
う
一
歩
誇
張
化
さ
れ
て
、
無
慈
悲
な
乗
客
と
酷
使
さ
れ
る
車
夫
と
い
う
構
図
に
も
な
る
。
⑧

顧
頷
剛
の
「
春
雨
之
夜
」
の
車
夫
は
、
激
し
い
風
雨
の
夜
更
け
に
、
ず
ぶ
ぬ
れ
で
泥
水
に
足
を

取
ら
れ
な
が
ら
、
や
っ
と
の
思
い
で
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
く
。
車
夫
が
「
き
ょ
う
は
道
が
走

り
に
く
う
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
旦
那
様
、
車
賃
を
少
し
は
ず
ん
で
下
さ
い
ま
し
!
」

と
言
う
と
、
客
は
そ
そ
く
さ
と
中
に
入
り
、
大
声
で
こ
う
叫
ぶ
。
「
長
い
時
間
車
に
乗
っ
て
い
た

の
で
、
凍
え
て
足
が
鉄
の
よ
う
だ
。
二
倍
の
車
賃
を
や
っ
た
の
に
、
身
の
程
も
わ
き
ま
え
ず
、

ま
だ
足
り
な
い
な
ど
と
ぬ
か
す
。
」
客
の
家
族
は
「
車
夫
な
ん
か
に
か
ま
っ
て
な
い
で
、
早
く
休

み
な
さ
い
よ
」
と
答
え
る
。
こ
の
客
は
、
車
夫
を
ス
テ
ッ
キ
で
殴
っ
た
り
、
車
賃
を
踏
み
倒
す

と
い
っ
た
よ
う
な
類
の
乱
暴
な
人
間
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
悪
条
件
の
中
を
著
労
し
な

が
ら
運
ん
で
く
れ
た
車
夫
に
対
し
て
、
同
じ
人
間
と
し
て
の
い
た
わ
り
や
ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち

二
二

な
ど
微
塵
も
有
し
て
い
な
い
。

乗
客
と
車
夫
の
立
場
を
対
比
す
る
と
き
、
一
種
の
小
道
具
を
効
果
的
に
使
っ
て
印
象
づ
け
る

作
品
も
あ
る
。
⑦
陳
南
士
の
「
走
路
」
で
は
、
ハ
ン
カ
チ
に
よ
っ
て
、
「
私
」
・
車
夫
・
乗
客
三

者
の
違
い
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
歩
く
「
私
」
は
、
あ
ふ
れ
る
汗
を
「
手
岫
(
原
文
)
」
で
ぬ

ぐ
え
ば
そ
れ
で
済
む
。
し
か
し
、
街
を
行
く
人
力
車
夫
た
ち
は
、
背
中
中
び
っ
し
ょ
り
汗
を
か

い
て
、
上
に
羽
織
っ
た
お
仕
着
せ
ま
で
し
み
通
っ
て
い
る
の
に
、
「
岫
子
(
原
文
)
」
を
使
お
う

と
も
し
な
い
。
車
上
の
美
し
い
女
た
ち
は
、
手
に
き
れ
い
な
「
絲
拍
(
原
文
)
」
を
持
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
自
分
の
涙
を
拭
く
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
ン
カ
チ
と
い
う
名
詞

の
微
妙
な
使
い
分
け
と
と
も
に
、
汗
を
ぬ
ぐ
う
暇
も
な
い
、
あ
る
い
は
ハ
ン
カ
チ
で
は
滴
り
落

ち
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
程
の
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
車
夫
と
、
労
働
と
は
縁
の
な
い
乗
客

の
女
性
た
ち
と
が
鮮
や
か
な
対
照
を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
女
た
ち
は
、
常
識
的
に

は
、
裕
福
な
家
の
婦
女
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
、
妓
楼
の
娼
妓
だ
と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
娼
妓
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
分
の
身
体
を
頼
り
に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、

車
夫
と
同
し
よ
う
な
労
働
者
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
の
労
働
の
質
が
対
比
さ
れ
て
い
る
と
と
ら

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
③
劉
半
農
の
「
車
毯
」
は
、
商
売
道
具
の
毛
布
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。

寒
く
な
っ
た
の
で
、
車
夫
は
あ
り
金
を
か
き
集
め
て
美
し
い
毛
布
を
買
っ
た
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、

旦
那
方
が
多
め
に
車
賃
を
払
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
あ

る
と
き
、
車
を
引
い
て
流
れ
た
汗
が
、
北
風
に
吹
か
れ
て
凍
え
死
に
そ
う
に
な
り
、
自
分
で
も

そ
の
毛
布
を
羽
織
っ
て
み
た
い
と
思
う
が
、
毛
布
を
汚
し
て
し
ま
う
の
が
心
配
だ
。
こ
の
詩
で

は
、
直
接
的
に
は
乗
客
は
出
て
こ
な
い
が
、
車
夫
の
想
像
上
に
お
い
て
、
毛
布
を
か
け
て
心
地

よ
さ
そ
う
に
し
て
い
る
乗
客
の
姿
が
彷
彿
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
車
夫
は
、
寒
く
て
凍

え
そ
う
で
も
、
そ
の
大
切
な
毛
布
で
暖
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
先
に

取
り
あ
げ
た
①
沈
尹
黙
「
人
力
車
夫
」
の
綿
入
れ
と
檻
襖
の
単
衣
、
あ
る
い
は
、
④
周
恩
来
「
死

人
的
享
福
」
の
綿
入
れ
も
、
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
述
べ
た
六
首
の
よ
う
に
、
乗
客
と
車
夫
と
が
、
明
確
な
意
識
の
も
と
に
、
対
比
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
②
胡
適
の
「
人
力
車
夫
」
と
⑤
葉
聖
陶
の
「
人
力
車
夫
」

も
、
乗
客
と
車
夫
と
の
関
係
性
に
お
い
て
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
①
か
ら
⑧
ま
で
の
全
作
品
、
つ
ま
り
人
力
車
夫
を
描
い
た
白
話

詩
の
開
始
か
ら
半
ば
ま
で
の
作
品
が
、
す
べ
て
乗
客
と
車
夫
と
の
関
係
と
い
う
ひ
と
つ
の
枠
組

み
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
、
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
偶
然

で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
興
味
深
い
事
実
か
ら
、
新
文
学
草
創
期
に
お
け
る
作
家
た
ち
の
模

索
の
あ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
文
学
革
命
で
題
材
の
拡
大
、
特
に
下
層
社
会
の
人
々
に
眼

を
向
け
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
と
き
、
真
っ
先
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
労
働
者
が
、
人
力
車
夫
で
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あ
っ
た
。
都
市
に
住
む
知
識
人
に
と
っ
て
、
ま
だ
し
も
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
車
夫
の
生
活
や
精
神
世
界
を
深
く
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
作
家
た
ち
が
、

人
力
車
夫
を
描
こ
う
と
す
る
と
、
ま
ず
は
自
分
の
体
験
、
す
な
わ
ち
乗
客
と
し
て
の
自
分
の
視

点
を
通
し
て
し
か
、
語
る
方
法
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
当
時
の
作
家
た
ち
の
表
現
上
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

で
は
、
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
新
た
な
表
現
手
法
を
見
い
だ
し
得
た
の
か
。
⑨
馮
文
炳
の
「
洋

車
夫
的
児
子
」
は
、
仕
事
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
車
夫
と
、
飴
を
買
う
お
金
を
ね
だ
る
息
子
と

の
短
い
や
り
と
り
(
た
だ
し
、
車
夫
の
妻
ら
し
き
人
物
の
言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
)
を
写

し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
劉
半
農
の
「
擬
擬
曲
(
一
)
」
と
⑩
同
「
擬
擬
曲
(
こ
)
は
、
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
と
も
に
二
人
の
車
夫
の
対
話
で
あ
る
。
「
擬
擬
曲
二
」
」
で
は
、
一
九
二

四
年
の
北
京
政
変
を
背
景
に
、
そ
の
騒
動
を
目
撃
し
た
車
夫
の
正
直
な
感
想
が
、
政
治
の
混
乱

と
自
分
た
ち
庶
民
の
暮
ら
し
を
引
き
比
べ
な
が
ら
語
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
対
比
の
視
線
は
あ
っ

た
と
し
て
も
、
も
は
や
乗
客
と
車
夫
と
い
う
限
定
的
な
枠
組
み
で
は
な
く
、
政
治
或
い
は
政
局

と
庶
民
と
い
う
、
よ
り
大
局
的
な
観
点
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
擬
擬
曲
(
二
)
」
も
、
病
気

で
死
ん
だ
車
夫
老
九
の
運
命
が
語
ら
れ
る
中
で
、
歴
代
総
統
や
金
持
ち
と
の
境
遇
の
違
い
に
言

及
し
て
い
る
。
⑩
聞
一
多
の
「
天
安
門
」
に
登
場
す
る
の
は
、
語
り
手
で
あ
る
車
夫
と
、
三
・

一
八
事
件
で
弾
圧
さ
れ
命
を
落
と
し
た
学
生
た
ち
の
亡
霊
、
そ
し
て
、
窮
乏
の
未
兵
士
と
な
っ

て
戦
死
し
た
、
車
夫
の
叔
父
で
あ
る
。
ま
た
、
⑩
聞
一
多
の
「
飛
毛
腿
」
が
、
題
の
よ
う
な
緯

名
を
持
つ
一
人
の
車
夫
の
、
一
風
変
わ
っ
た
生
活
ぶ
り
や
人
生
哲
学
を
、
個
人
に
密
着
し
て
活

写
し
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
逆
に
、
⑩
戒
克
家
の
「
洋
車
夫
」
は
、
暗
闇
の
中
で
風
雨
に
打
た

れ
な
が
ら
じ
っ
と
佇
む
車
夫
の
姿
が
、
抑
制
さ
れ
た
言
葉
で
静
止
画
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
た

作
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
後
半
の
作
品
に
、
乗
客
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
作
家
た
ち
が
、

よ
う
や
く
乗
客
と
し
て
の
視
点
を
乗
り
こ
え
、
人
力
車
夫
の
生
活
や
心
情
に
、
よ
り
接
近
し
得

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
手
法
は
、
一
言
で
表
す
こ

と
が
困
難
な
程
、
多
様
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
作
品
の
主
題

最
後
に
、
何
を
表
現
し
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
各
作
品
の
主
題
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。

白
話
詩
で
も
、
人
力
車
夫
の
貧
し
い
生
活
と
激
し
い
労
働
が
表
現
さ
れ
て
い
る
点
は
、
小
説
や

戯
曲
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
車
夫
に
対
す
る
同
情
の
念
が
、
創
作
動
機
の
根
底
に
は
あ
る

も
の
の
、
小
説
の
よ
う
に
直
接
そ
れ
を
表
し
た
も
の
が
少
な
い
の
は
、
乗
客
の
第
一
人
称
で
語

ら
れ
た
作
品
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
、
視
点
の
問
題
に
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
最
も
多
い

の
は
、
や
は
り
、
車
夫
の
貧
困
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
①
②
③
⑥
⑨
⑩
⑩
⑩
の
八
首
が
、
そ

れ
に
該
当
す
る
。
二
∴
二
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
②
の
少
年
車
夫
の
言
葉
「
お
い
ら
、
半
日
仕
事

が
な
く
て
、
寒
く
て
ひ
も
じ
い
ん
で
す
。
」
や
、
⑨
息
子
が
は
し
が
る
飴
を
買
う
お
金
さ
え
や
れ

な
い
車
夫
、
⑩
水
害
で
食
べ
る
も
の
に
も
事
欠
い
て
い
る
の
に
、
迫
り
来
る
冬
を
ど
う
や
っ
て

生
き
の
び
よ
う
か
と
、
途
方
に
暮
れ
る
車
夫
の
会
話
な
ど
、
生
活
苦
の
悲
哀
を
訴
え
か
け
る
も

の
で
あ
る
。
次
に
、
労
働
の
厳
し
さ
を
描
い
た
作
品
は
、
①
④
⑤
⑥
⑦
⑧
の
六
首
で
、
こ
れ
ら

は
、
す
べ
て
、
乗
客
と
車
夫
と
の
対
比
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
①
⑥
の
二

首
は
、
貧
困
の
描
写
と
も
重
複
し
て
い
る
。
車
夫
の
仕
事
が
い
か
に
激
し
く
苦
し
い
も
の
で
あ

る
か
は
、
車
夫
の
流
す
玉
の
よ
う
な
汗
(
①
⑦
)
や
、
背
中
は
曲
が
り
、
幾
度
も
立
ち
止
ま
っ

て
息
を
つ
い
て
か
ら
走
る
様
子
(
⑤
)
や
、
全
身
び
し
ょ
ぬ
れ
で
も
が
く
よ
う
に
進
む
情
景
(
⑧
)

な
ど
に
よ
っ
て
、
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
、
貧
困
と
激
し
い
労
働
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
い
わ
ば
人
力
車
夫
文
学

共
通
の
正
統
的
な
主
題
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
少
し
異
な
る
観
点
が
い
く
つ
か
提
示
さ
れ

て
い
る
。
④
周
恩
来
の
「
死
人
的
享
福
」
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
言
及
し
た
よ
う
に
、
車
上
の

「
私
」
と
車
夫
と
を
対
比
的
に
描
い
て
い
る
が
、
気
に
な
る
の
が
最
後
の
二
行
、
「
共
同
生
活
だ
っ

て
?
」
「
生
き
た
人
間
の
労
働
!
・

死
人
の
幸
福
な
生
活
!
・
」
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
に
、
「
共

同
生
活
」
や
「
労
資
協
作
」
と
い
う
思
潮
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
労
働
者
を
利
用
す
る
た
め

の
、
資
本
家
階
級
に
都
合
の
良
い
論
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
は
、
車
上
の
人
、
つ
ま
り
支
配
者

階
級
の
安
楽
・
享
楽
が
、
労
働
者
階
級
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

か
つ
、
そ
の
思
潮
の
真
意
を
暴
き
批
判
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

⑤
葉
聖
陶
の
「
人
力
車
夫
」
が
提
出
す
る
の
は
、
職
業
の
芸
術
化
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
聯
、

農
作
業
や
製
造
業
、
文
学
や
音
楽
や
絵
画
と
比
較
し
て
、
車
夫
の
仕
事
を
こ
の
よ
う
に
言
う
。

「
た
だ
ひ
た
す
ら
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
、
盲
目
的
に
、
運
命
が
指
し
示
す
道
に
向
か
っ
て
走
っ

て
い
く
だ
け
で
、
/
ず
っ
と
永
遠
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
だ
、
ど
う
し
て
『
芸
術
化
』
な
ど

さ
れ
得
よ
う
か
?
」
職
業
の
芸
術
化
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
か
。
葉
聖
陶
は
、
別
の
文
彰

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
主
観
的
な
観
点
を
変
え
さ
え
す
れ
ば
、
芸

術
化
す
る
こ
と
が
で
き
…
…
…
そ
れ
を
芸
術
化
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
由
な
真
の
生
活
と
な
る
の

で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
「
人
力
車
夫
の
苦
し
み
は

我
々
が
車
夫
の
境
地
と
感
覚
を
推
し
量
る
に

ま
さ
に
芸
術
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
勉
強
す
る
に
も
、
文
章
を

書
く
に
も
、
教
師
を
す
る
に
も
、
労
働
者
に
な
る
に
も
、
『
そ
の
味
わ
い
を
知
ら
ず
し
て
こ
れ
を

為
せ
ば
』
、
結
局
は
一
人
の
『
人
力
車
夫
』
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。
我
々
が
宇
宙
の
間
に
真
の
興
味

を
求
め
、
真
の
事
業
を
為
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
『
予
測
で
き
な
い
』
『
行
き
た
い
わ
け
で
も
な

い
』
道
に
向
か
っ
て
進
ん
で
は
な
ら
な
い
、
そ
う
し
て
こ
そ
初
め
て
自
主
的
で
、
宇
宙
の
中
心

二
三
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高 僑 みつる

た
る
人
間
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
」
職
業
の
芸
術
化
と
は
、
た
だ
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
だ
け
に
、

あ
る
い
は
、
た
だ
人
に
命
じ
ら
れ
る
ま
ま
に
働
く
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
裁
量
と
工
夫
に
よ
っ

て
、
仕
事
を
通
じ
て
何
ら
か
の
充
実
感
や
快
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
葉

聖
陶
は
、
人
力
車
夫
の
仕
事
を
見
る
た
び
に
、
良
心
の
痛
み
と
「
名
状
し
が
た
い
、
消
し
去
る

こ
と
の
で
き
な
い
不
安
感
」
(
「
人
力
車
夫
」
詩
中
の
一
節
・
・
筆
者
)
を
感
じ
、
そ
れ
は
な
ぜ
だ

ろ
う
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
人
力
車
夫
と
い
う
仕
事
が
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

理
想
と
さ
れ
る
、
芸
術
化
を
為
し
得
な
い
職
業
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

車
夫
の
労
働
の
著
し
さ
の
原
因
に
迫
ろ
う
と
し
た
点
で
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
が
、
議
論
の
内

容
は
、
車
夫
の
現
実
か
ら
幾
分
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

⑩
劉
半
農
の
「
擬
擬
曲
(
こ
)
と
⑩
聞
一
多
の
「
天
安
門
」
は
、
と
も
に
、
政
治
的
な
事
件

に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
は
、
賄
選
(
国
会
議
員
の
買
収
)
で
大
総
統
に
当

選
し
た
こ
と
で
有
名
な
直
隷
派
軍
閥
の
曹
毘
が
、
二
四
年
、
第
二
奉
直
戦
争
の
敗
北
で
失
脚
し
、

馮
玉
祥
に
よ
っ
て
幽
閉
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
一
人
の
車
夫
が
、
「
(
曹
総
統
は
)
な
か
な
か
の

や
り
手
で
、
使
っ
た
金
も
は
じ
め
相
当
の
も
の
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
ど
う
し
て
今
度
は
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
?
」
す
る
と
、
も
う
一
人
の
車
夫
が
、
「
昨
日
の
晩
、
お
ま
え
さ
ん
に

言
っ
た
だ
ろ
。
前
門
に
鉄
道
を
造
っ
て
、
風
水
を
壊
し
た
の
さ
。
」
「
(
彼
ら
は
)
騒
々
し
く
や
っ

て
来
て
、
騒
々
し
く
去
っ
て
行
く
だ
け
、
著
し
い
目
に
遭
う
の
は
、
お
れ
た
ち
庶
民
な
の
さ
。
」

軍
閥
統
治
下
の
政
治
の
混
乱
が
、
庶
民
の
眼
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
そ
の

混
乱
の
影
響
を
真
っ
先
に
受
け
る
の
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
貧
し
い
人
々
で
あ
る
こ
と
を
、
車
夫

の
口
吻
を
借
り
て
、
喝
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑩
は
、
二
六
年
三
月
一
八
日
、
請
願
に
赴
い

た
愛
国
運
動
の
デ
モ
隊
に
向
か
っ
て
、
段
棋
瑞
の
衛
兵
隊
が
発
砲
し
、
二
百
人
以
上
の
死
傷
者

を
出
し
た
事
件
で
あ
る
。
車
夫
が
見
た
と
い
う
、
不
気
味
で
恐
ろ
し
い
風
体
を
し
た
お
び
た
だ

し
い
数
の
「
鬼
」
た
ち
は
、
明
ら
か
に
こ
の
発
砲
事
件
で
犠
牲
と
な
っ
た
学
生
た
ち
で
あ
る
。

そ
の
「
鬼
」
た
ち
は
、
死
者
と
な
っ
て
も
、
(
八
行
目
)
「
ま
だ
白
旗
を
振
り
な
が
ら
、
演
説
を

し
て
い
る
。
」
(
九
行
目
)
「
ま
だ
会
議
を
開
い
て
い
る
。
」
作
者
は
、
犠
牲
者
を
悼
む
と
同
時
に
、

学
生
た
ち
の
熱
い
愛
国
の
情
と
不
屈
の
精
神
を
讃
え
、
彼
ら
を
惨
殺
し
た
政
府
の
非
道
に
怒
り

と
抗
議
を
表
し
て
い
る
。
で
は
、
車
夫
は
、
現
場
の
惨
状
を
語
る
た
め
だ
け
に
登
場
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
二
五
行
目
か
ら
三
十
行
目
ま
で
に
注
目
し
た
い
。
「
旦
那
、
こ
の
世
の
中
本
当
に
不

思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
で
す
ぜ
。
/
こ
の
学
生
た
ち
は
飲
む
の
も
食
べ
る
の
も
困
っ
て
い
な

い
の
に
、
/
余
計
な
こ
と
を
し
て
命
を
投
げ
出
す
な
ん
て
。
/
あ
っ
し
の
二
叔
は
去
年
楊
柳
青
で

死
に
や
し
た
が
、
/
食
う
に
困
っ
て
戦
争
に
行
っ
た
ん
で
す
。
/
誰
が
む
ざ
む
ざ
と
老
い
先
短
い

命
を
閻
魔
大
王
に
捧
げ
ま
し
ょ
う
や
!
・
」
車
夫
に
は
、
学
生
た
ち
の
行
動
が
、
無
意
味
で
無
謀

な
も
の
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
。
愛
国
的
行
動
に
対
す
る
民
衆
の
無
理
解
、
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
、

二
四

魯
迅
の
「
薬
」
に
お
け
る
、
革
命
家
の
血
を
滴
ら
せ
た
人
血
饅
頭
を
手
に
入
れ
る
茶
館
の
主
人

を
想
起
さ
せ
る
。
車
夫
の
貧
し
さ
に
対
す
る
同
情
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
車
夫
文
学
の
中
で
、

車
夫
の
政
治
的
無
自
覚
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
異
色
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
二
首
に
は
、
創
作
の
契
機
以
外
に
、
も
う
一
つ
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人

力
車
夫
が
庶
民
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
作
者

が
描
き
た
い
の
は
、
人
力
車
夫
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
貧
し
い
一
般
庶
民
な
の
で
あ
る
。
庶
民

の
中
で
、
事
件
と
そ
の
感
想
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
の
生
活
や
心
情
を
語
ら
せ
る
の
に
、
最
も

自
然
で
都
合
が
い
い
の
が
、
人
力
車
夫
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

庶
民
の
代
表
に
過
ぎ
な
か
っ
た
人
力
車
夫
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
が
、
一
個
の
人
間
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
い
た
の
が
、
⑥
劉
半
農
の
「
擬
擬
曲
(
二
)
」
と
⑩
聞
一
多
の
「
飛
毛

腿
」
で
あ
る
。
⑩
は
、
老
九
、
⑩
は
、
飛
毛
腿
と
、
車
夫
に
固
有
の
呼
び
名
が
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
、
他
の
人
力
車
夫
詩
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
二
作
品
を
、
車
夫
の
命
運

を
全
体
的
に
把
握
し
、
そ
の
精
神
世
界
に
ま
で
深
く
踏
み
い
っ
た
作
品
と
し
て
、
後
の
小
説
『
駱

駝
祥
子
』
に
比
す
研
究
者
も
い
蛸
人
力
車
夫
を
描
い
た
白
話
詩
に
、
物
語
性
・
ド
ラ
マ
性
を

備
え
た
作
品
が
生
ま
れ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
主
題
の
面
か
ら
言
え
ば
、

⑥
「
擬
擬
曲
(
二
)
」
は
、
細
部
に
は
、
彼
の
善
良
な
人
柄
や
家
庭
生
活
の
不
幸
な
ど
が
織
り
込

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
老
九
の
苦
難
の
一
生
を
同
情
の
ま
な
ざ
し
で
描
い
た
も

の
で
、
人
力
車
夫
文
学
の
主
流
的
主
題
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
⑩
「
飛
毛
腿
」
の
車
夫
は
、
従
来
の
車
夫
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
著
し
く
異
な
っ

て
い
る
。
ま
ず
、
飛
毛
腿
と
い
う
緯
名
か
ら
、
壮
健
な
俊
足
の
車
夫
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
ま
た
、
そ
の
行
動
は
、
他
の
車
夫
仲
間
に
は
、
不
可
解
で
奇
妙
な
も
の
と
映
っ
て
い
る
。

「
半
日
働
い
た
ら
半
日
休
み
、
」
(
二
行
目
)
コ
日
に
少
な
く
と
も
二
、
三
両
の
白
乾
児
を
飲
ま

ず
に
い
ら
れ
ず
ご
三
行
目
)
「
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
で
人
を
無
理
矢
理
誘
っ
て
は
お
し
ゃ
べ
り
に
興

じ
る
。
」
(
四
行
目
)
「
そ
の
上
、
蕭
な
ん
か
吹
い
て
ど
う
す
る
ん
だ
、
あ
の
様
を
見
ろ
よ
」
(
七

行
目
)
。
足
の
速
い
元
気
な
車
夫
で
あ
れ
ば
、
一
生
懸
命
働
け
ば
、
か
な
り
の
収
入
が
得
ら
れ
る

は
ず
な
の
に
、
彼
は
ど
う
し
て
そ
う
し
な
い
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
解
釈
が
分
か
れ
て

い
て
、
彼
は
豊
か
な
精
神
世
界
を
持
っ
て
お
り
、
普
通
の
労
働
生
活
を
送
る
だ
け
で
は
な
く
、

生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
、
と
い
う
説
と
、
生
活
に
追
わ
れ
、
希
望
も
な
い
た
め
、
苦
悩
を

感
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、
半
日
休
ん
で
は
、
毎
日
白
乾
児
を
飲
む
よ
う
な
生
活
だ
っ
た

の
だ
、
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
心
の
ゆ
と
り
な
の
か
、
憂
さ
晴
ら
し
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
明
白
な
判
断
は
下
し
が
た
い
。
し
か
し
、
貧
し
い
と
は
い
え
、
生
活

に
汲
々
と
す
る
こ
と
な
く
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、
音
楽
を
た
し
な
み
、
商
売
道
具
(
人
力

車
)
を
大
切
に
し
て
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
余
念
の
な
い
、
一
風
変
わ
っ
た
愛
す
べ
き
一
人
の
車
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夫
が
、
見
事
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
が
、
楽
観
的
な
人
生
を
送
っ
て
い
た
か
に
見

え
る
飛
毛
腿
が
、
詩
の
最
後
の
二
行
、
「
あ
あ
!

あ
の
日
、
河
に
飛
毛
腿
の
死
体
が
浮
か
ん
で

い
た
、
…
…
/
飛
毛
腿
の
女
房
は
ま
ず
い
と
き
に
死
ん
だ
も
の
だ
。
」
、
悲
劇
的
な
最
後
を
遂
げ

る
の
で
あ
る
。
彼
の
死
は
、
不
慮
の
事
故
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
投

身
自
殺
で
あ
ろ
う
。
自
殺
の
原
因
は
、
妻
の
死
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
に
絶
望
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
詩
に
は
、
何
の
説
明
も
な
い
。
読
者
は
、
た
だ
、
話
の
急
な
展
開
に
衝
撃
を
受
け
、

そ
の
背
後
に
何
か
不
気
味
な
暗
い
影
を
感
じ
取
る
の
み
で
あ
る
。
作
者
は
、
善
良
で
陽
気
な
飛

毛
腿
さ
え
も
死
に
追
い
や
っ
た
、
暗
黒
の
社
会
を
告
発
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
細
部

の
説
明
や
主
題
の
明
白
な
提
示
も
な
く
、
そ
の
解
釈
が
す
べ
て
読
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
飛
毛
腿
と
い
う
一
人
の
車
夫
の
人
物
像
が
、
謎
め
い
た
魅
力
を

持
っ
て
、
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
な
印
象
を
残
す
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
人
力
車
夫
を
描
い
た
白
話
詩
十
四
首
に
つ
い
て
、
題
材
論
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え

て
き
た
。
こ
こ
で
、
も
う
一
度
、
全
体
的
な
傾
向
と
特
徴
を
、
時
間
軸
に
沿
っ
て
簡
単
に
整
理

し
て
お
き
た
い
。

人
力
車
夫
を
描
い
た
白
話
詩
の
歴
史
は
、
一
九
一
八
年
の
白
話
詩
の
誕
生
と
同
時
に
始
ま
っ

て
い
る
。
沈
尹
黙
と
胡
適
の
「
人
力
車
夫
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
二
年
頃
ま
で
の
作
品
は
、

乗
客
と
し
て
の
車
夫
に
対
す
る
同
情
が
創
作
の
動
機
と
な
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
車
夫
の
貧
困

や
労
働
の
厳
し
さ
が
描
か
れ
て
い
印
発
想
や
表
現
の
方
法
に
発
展
・
変
化
が
生
じ
た
の
は
ヽ

二
四
年
、
劉
半
農
の
「
擬
擬
曲
「
こ
」
が
世
に
問
わ
れ
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
主
題
や
内
容
の
深

化
・
拡
大
と
と
も
に
、
言
語
や
形
式
の
面
で
も
意
欲
的
な
実
験
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は

論
及
し
て
い
な
い
が
、
劉
半
農
の
二
作
品
は
、
彼
が
追
求
し
た
「
増
多
詩
体
」
の
一
つ
の
試
み

で
あ
り
、
聞
一
多
の
二
作
品
も
、
新
詩
の
言
語
を
精
錬
す
る
た
め
の
実
践
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

白
話
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
と
新
思
想
を
盛
り
込
む
こ
と
に
意
を
用
い
る
あ
ま
り
、
詩
の
芸

術
性
が
疎
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
反
省
と
批
判
、
と
い
う
新
詩
の
発
展
過
程
と
ほ
ぼ
軌
を

一
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
の
充
実
は
、
必
然
的
に
詩
の
長
篇
化
を
も
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
て
、
人
力
車
夫
を
題
材
と
す
る
白
話
詩
は
、
新
詩
の
歴
史
の
中
に
確
か
な
最
初
の
一

歩
を
刻
印
し
、
そ
の
成
果
は
、
や
が
て
、
よ
り
広
範
な
題
材
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

二
五
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